


表紙（表）は鏡西谷遺跡C地区出土の同安窯青磁・皿および横田賢次郎・森田勉（1978）
掲載の大宰府跡出土龍泉窯系青磁碗を利用して図案化した。表紙（裏）は鏡西谷遺跡 E
地区出土の絵画土器（弥生土器）を利用して図案化した。
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序　　文

埋蔵文化財調査室は広島大学の東広島市への統合移転を契機として設置

された組織である。当初、東広島キャンパス移転に伴う埋蔵文化財確認、

発掘調査および報告・研究などを主たる業務として発足したが、移転が完

了した 1997 年度以降も新たな開発が行われ、これに伴う業務を継続した。

さらに、2004 年 4 月に国立大学が独立行政法人化されたことに契機に、全

ての広島大学キャンパスについて開発に伴う埋蔵文化財業務を行うことと

なった。この間、統合移転地埋蔵文化財調査委員会から環境保全委員会へ

と所属が移り、さらに大学法人化後は財務室の所管となったことから、開

発に伴う埋蔵文化財の協議体制も大きく変化した。これに伴い、2004 年 4

月の大学法人化以降は、開発に伴う埋蔵文化財の協議を各キャンパスが所

在する自治体の教育委員会と協議を行いながら業務を行っている。

ところで、東広島への統合移転に関する埋蔵文化財業務は、2001 年度に

全ての調査が終了し、2002 年度から順次発掘調査報告書 5冊を刊行して

2007 年度に調査・報告に関しては完了した。また、1997 年 3 月からは展

示室を設置して資料の一部を公開するとともに、遺跡保存区として残され

ている 16 ヶ所について順次整備を進めている。移転に伴う発掘調査は約

20 年間に及び、約 10 万点の遺物が出土するとともに、写真、図面などの

記録資料も膨大な量となっていることから、これについても順次公開のた

めの整理作業を行っている。このように、移転に関連する業務については、

資料の公開、保管・管理に重点が移った状況にあるといえる。一方、大学

内における開発は継続的に行われており、これに伴う埋蔵文化財協議は年

間 40件前後、立会・試掘調査は延べ 40日以上と相当量に達している。また、

立会・試掘調査に伴って、霞地区で旧陸軍広島兵器支廠関連と考えられる



遺構・遺物やそれ以前の遺物が確認されるなど、貴重な成果も上がりつつ

ある。

これまで、発掘調査成果については最終的に発掘調査報告書として刊行

してきたが、報告書刊行には多くの年月を要するため、各年度の事業内容

について『発掘調査年報』という形で公開してきた。しかし、上述のごとく、

移転に伴って出土した遺物は膨大であり、発掘調査報告書の刊行にあたっ

て研究報告を行ったものの、予算や整理時間の関係から割愛した資料や研

究テーマも少なくない。また、最初の報告書を刊行してすでに歳月が経過

しており、その後研究が進展した分野も少なくない。さらに、調査室に寄贈・

寄託された資料も一定量に達しており、今後、これらについても公開する

必要が生じている。以上のような状況を鑑みて、各年度の事業報告ととも

に、広島大学キャンパス内の遺跡・遺物ならび寄贈・寄託遺物とこれに関

連する幅広い遺跡・遺物の研究成果を、『調査研究紀要』という形で今後

継続的に公開することとした。

広島大学における開発事業は今後も継続的に実施され、開発事業との調

整、埋蔵文化財の調査・報告は引き続き重要な業務となっている。また、

保存遺跡を含めた出土資料の公開は社会的責務であると同時に大学が行う

社会貢献の重要な一翼を占めるものと思われる。今後、展示スペースの拡

充や地域の教育委員会などとの連携も視野に入れながら、これらの歴史遺

産を活用して歴史教育教育や地域活性化の一助となる普及活動に力を入れ

たいと考えている。これまで同様に皆様のご支援とご協力をお願いしたい。

2009（平成 21）年 1月

広島大学理事（財務担当）
埋蔵文化財調査室長

清　水　敏　行
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例　　言

1．本書は、研究編、調査編、付編からなる。研究編は、広島大学キャンパス内遺跡および出土遺物、

広島大学寄贈・寄託遺物の研究をはじめ、これに関連する幅広い遺跡・遺物の研究を目的とし

ている。調査編は、各年度に行った広島大学キャンパス内の開発に伴う協議事項および立会調査、

試掘調査、発掘調査の概要報告である。普遍は、各年度に埋蔵文化財調査室ならびに調査室構

成員が行った普及・研究活動の概要と調査室設置要項などを収録した。

2．研究編では、1981年度、1982年度に発掘調査を実施した鏡地区出土の陶磁器類を中心に取り上げ、

安芸国の様相を検討した。

3．調査編は、2006 年度の開発の伴う協議事項と立会調査、試掘調査の概要である。

4．付編は、2006 年度の普及・研究活動の概要を収録した。また、調査室構成員については、本書

の出版が 2008 年度であり、研究編、調査編に関わった構成員の一部が 2007 年度に退職し、2008

年度から新体制で調査研究を行っていることから、2006 年度～ 2008 年度の構成員全てを載せて

いる。

5．2006 年度の立会・試掘調査は、広島大学敷地が所在する教育委員会と協議・協力を行い、広島

大学施設部の協力得て実施した。調査は、藤野次史、槙林啓介が行った。

6．研究編、調査編に関わる整理作業は、2006 年度が、藤野、槙林、原田倫子、手島智幸、2007 年度が、

藤野、槙林、手島、2008 年度が、藤野、槙林、永田が行った。

7．研究編に関わる遺物の実測は、槙林、手島、永田が行い、遺物に関する図面は、槙林、永田が

浄書した。研究編、調査編に関わる遺物以外の図面は、藤野が作成、浄書し、永田が補助した。

写真図版の作成は藤野が行った。

8．調査編に利用した広島大学各キャンパスの建物配置図等は広島大学施設部から提供された図面

を利用して作成した。

9．本書の執筆は、研究編を、藤野・永田が、そのほかを藤野が行った。

10．本書の編集は藤野が行った。

11．本書を作成するにあたり、広島県立歴史博物館鈴木康之氏から多くの有益な教示を得た。また、

資料の実見に際して、広島県立礫博物館、広島市教育委員会、財団法人広島県文化財団埋蔵文

化財調査室、財団法人広島市文化科学財団文化課にご配慮いただいた。

12．研究編で取り上げた鏡西谷遺跡、鏡東谷遺跡の遺物は、広島大学埋蔵文化財調査室が保管し

ている。
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